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さて私の紹介はここまでにして、なでしこの紹介
に移りたいと思います。
住所は泉区和泉が丘1-27-24。
10年以上なでしこで生活されているご利用者様も多
数おられ、今でも元気に過ごされています。

掃除、洗濯、炊事等出来る事はご自分から率先し
て行われる姿勢に、私も日々勉強させられています。
近隣にはケアプラザや小学校、デパートがありま

す。少し離れた所に銭湯もあるとの事なので、コロ
ナが収束したら行こうとも考えています。
駐車場に併設した結構広いお庭もあります。広さ

はフットサルコート一面くらいでホームの行事で使
用したり隣接するケアプラザさんや地区社協の方々
のイベントで使って頂いたりしています。

基本開放しているので何か催し物等を行うときは
是非ご利用ください。

最後になりますが、コロナに関してまだまだ気を
抜けない状態です。
基本的な感染対策を怠らず、以前の日常を目指して
皆さま頑張っていきましょう。

グループホーム「なでしこ」

上田ホーム長からのご挨拶です。

皆様こんにちは。
横浜市泉区にある「グループホームなでしこ」で

管理者をさせて頂いている上田と申します。
ここで簡単に自己紹介をさせていただきます。

私は昭和62年に川崎で生まれ、相模原に引っ越し今
に至ります。
アイシマとの出会いは今年で10年目です。

前職とは全く異なる介護という世界。きっかけは知
人からの紹介でした。
知人も介護をしており、前職を辞める際「辞めて

何もする事が無いなら働け」と半ば強制的に連行。
そこで出会ったのがアイシマでした。
今ではこの出会いをもたらしてくれた知人に感謝し
かありません。
入職から様々な方に支えられ、指導していただき

今の私があります。
お世話になった方々にいつまでも感謝の気持ちを忘
れず、フレッシュな気持ちを持って今後も頑張って
いきたいと思っています。

あ、まだ続きます。

＃１グループホーム「なでしこ」上田ホーム長より

＃２管理職研修のご報告＃３風の音 おせちのご案内
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編集部後記

アイシマの日常をSNSで発信

いいね！&フォロー
お待ちしております♪

11月に入り、朝晩の冷え込みが
感じられるようになってきましたね。
布団から出るのがつらく、布団と親
友になる日も近いと思い始めた今日
この頃です。

管 理 職 研 修
の ご 報 告

いつもの管理職研修では組織の充実を図るための
管理者の有り方や、人材育成・人事考課など、机上
の講義が多かったのですが、今回は介護技術を部下
に指導するための実技と健康管理という視点での講
義と実技が大変好評でした。自分の事業所でスタッ
フへの指導に生かしていただけたら今回の研修の目
標は達成です。今後も介護職員として若い人材が沢
山就職してきます。
アイシマではこのような具体的な指導をしてもら

える、利用者様のことを考えた業務を行っていると
わかっていただければ幸いです。

アイシマ教育委員会議長 安城栄子

レ ス ト ラ ン 風 の 音
お せ ち の ご 案 内

株式会社アイシマでは、毎年管理職を対象に教育
委員会が主催で管理職研修を行っており、安全衛生
委員会でも管理職を対象の研修が義務付けられてい
ます。
しかし昨年度は新型コロナウイルス感染予防のた

めに大勢が1室に集合することが制限され、中止を
余儀なくされました。
今年は感染予防を徹底しながら教育委員会と安全

衛生委員会との共催で、「利用者様に負担をかけず、
職員が腰痛にならない正しいポジショニングを習得
し、スタッフに正しく指導できる。」とのテーマで、
湘南泉病院の理学療法士・間野和貴先生から講義と
実技のご指導を頂きました。

利用者様を抱えたり、ベッドや車いすからの移乗
など力が必要なため、腰痛は介護職員の職業病とい
われ、多くの介護職が悩んでいます。そこで上記の
テーマで正しいポジショニングと職員の身体に無理
のない身体の使い方を講義頂きました。間野先生の
講義は、脊椎・腰椎の解剖学的な仕組みや腰痛の起
こる機序を基本に、分かりやすく納得できる内容で
した。

実際の実技で、身体の大きい利用者様の移乗では、
相手の体に自身の体を潜り込ませ担ぐようにすると
小さい介助者でも移乗できることや、体位交換や歩
行介助では受講生に実技のモデルとして出て頂き
「こんなに楽にできるんですね！」との感想が出る
ほどでした。
腰痛にならない腰の作り方として、顎を引いて

（チン・イン）呼吸をする、肩を後ろに引くと腰の
緊張が緩和する、腰を反らす運動を習慣にするなど、
仕事や家事の合間ですぐできるものばかリ。知って
いるつもりでもな
かなか活用できな
かったり、忙しさ
に紛れて体調管理
がおろそかになっ
たりすることが多
い私たちには「目
からウロコ」とい
うようなお話と実
技でした。


